
228・11・15
　

高
校
時
代
、
私
の
夢
は
物
理
学
者
で
し
た
。

だ
か
ら
、
市
長
室
に
贈
ら
れ
て
き
た
科
学
雑
誌

『
ニ
ュ
ー
ト
ン
』
11
月
号
・
12
月
号
に
ワ
ク
ワ

ク
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
【
真
空
は
空
っ
ぽ
で
は
な
い
！　

現
代
物
理

学
、
驚
愕
の
真
空
像　

真
空
に
は
何
か
が
満
ち

て
い
る
／
11
月
号
よ
り
】【
重
力
波
天
文
革
命

　

光（
電
磁
波
）を
用
い
た
天
体
観
測
に
よ
っ

て
、
天
動
説
※
１

か
ら
地
動
説
※
２

へ
の
宇
宙
観
の

大
転
換
が
起
き
た
よ
う
に
、
重
力
波
と
い
う
新

た
な
道
具
に
よ
っ
て
、
今
後
、
私
た
ち
の
宇
宙

観
は
大
き
く
塗
り
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
／
12
月
号
よ
り
】。

　

観
測
す
る
力
、
受
け
止
め
る
力
量
、
感
じ
る

力
に
よ
っ
て
事
態
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
を
、
現
代
物
理
学
が
示
唆
し
ま
し
た
。
人
生

観
も
宇
宙
観
と
同
じ
く
塗
り
替
え
ら
れ
る
で
し

ょ
う
。

　

た
と
え
ば
、
市
民
ま
つ
り
に
お
披
露
目
し
た

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
旗
、
私
が
も
っ
と
市
民
の
皆
様
に
感
じ

て
も
ら
お
う
と
思
わ
な
か
っ
た
ら
、
担
当
職
員

か
ら
自
分
た
ち
の
手
柄
話
の
報
告
は
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
。

　

実
は
、
多
摩
26
市
で
の
最
初
の
お
披
露
目
が

清
瀬
だ
っ
た
の
で
す
。
市
担
当
課
が
都
庁
、
日

の
出
町
、
檜
原
村
に
お
願
い
し
て
、
き
よ
せ
市

民
ま
つ
り
と
、
10
月
22
日
～
28
日
に
市
庁
舎
で

の
お
披
露
目
に
至
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
に「
と

て
も
大
事
な
旗
だ
。
も
っ
と
目
立
た
せ
よ
う
」

と
指
示
し
た
ら
、
詳
し
い
報
告
が
あ
っ
た
の
で

す
。
私
が
感
じ
な
か
っ
た
ら
自
慢
話
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
報
告
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

感
じ
る
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
見
え
て
き
ま

す
。
た
と
え
ば
第
８
回
石
田
波
郷
俳
句
大
会
の

読
売
新
聞
の
記
事【
石
田
波
郷
は
清
瀬
市
の
療

養
所
で
結
核
と
闘
い
な
が
ら
詠
ん
だ
療
養
俳
句

や
、
戦
争
で
焼
け
野
原
と
な
っ
た
下
町
を
詠
ん

だ
焦
土
俳
句
で
知
ら
れ
、「
昭
和
の
俳
聖
」
と

呼
ば
れ
る
】と
あ
り
、
先
日
創
立
70
周
年
記
念

式
典
を
開
催
し
た
日
本
社
会
事
業
大
学
の
校
歌

４
番
に
は【
焦
土
の
果
に
誓
え
れ
ば
、
再
び
見

ま
じ
苦く

げ
ん艱
の
日
】と
、
や
は
り
焦
土
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
ベ
ト
レ
ヘ
ム
病
院
で
天
に
旅
立

っ
た
ゼ
ノ
修
道
士
は
か
つ
て「
ア
リ
の
町
の
神

父
」と
呼
ば
れ
、
焦
土
と
化
し
た
日
本
各
地
で

社
会
福
祉
活
動
に
取
り
組
み
、
ロ
ー
マ
法
王
か

ら
称
賛
さ
れ
た
聖
人
で
す
。

　
加
え
て
、
東
日
本
大
震
災
の
後
、希
望
の
灯
と

な
っ
た
の
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
。
名
誉
市
民

の
澄
川
先
生
が
デ
ザ
イ
ン
監
修
し
、市
内
に
技

術
研
究
所
が
あ
る
大
林
組
が
建
設
し
ま
し
た
。

　

清
瀬
は
ち
っ
ぽ
け
で
は
な
い
。
清
瀬
に
は
何

か
が
満
ち
て
い
る
！

清
瀬
市
長

小
・
中
学
生
の
俳
句
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

選
評
＝
石
田
波
郷
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

●
に
ん
げ
ん
は
わ
ら
っ
て
い
る
と
夏
に
な
る　
　
　
　
　

清
小
三
年　

柴
田
み
か
ん

　
（
評
）
日
本
は
四
季
の
巡
り
が
く
っ
き
り
と
し
て
い
る
が
、
俳
句
は
そ
の
季
節
感
を
背
景
に
し
た
暮

ら
し
の
な
か
の
詩
。
そ
し
て
四
季
の
な
か
で
最
も
季
節
感
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
が
夏
で
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
く
、笑
う
こ
と
が
一
番
多
い
の
も
夏
。長
い
夏
休
み
、プ
ー
ル
、祭
り
・・・
。

そ
う
し
た
夏
総
体
の
感
じ
を
、
夏
だ
け
漢
字
に
し
て
う
ま
く
つ
か
ま
え
た
。
ハ
ッ
ピ
ー
感
が
よ
い
。

●
金
魚
ば
ち
一
年
ご
と
に
せ
ま
く
な
る
　　
　
　
　
　
　

芝
小
三
年　

五
十
嵐
優
和

　
（
評
）
そ
の
言
葉
を
使
え
ば
、
そ
の
季
節
の
感
じ
が
多
く
の
人
に
伝
わ
る
、
と
言
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、

俳
句
の
「
季
語
」。
こ
の
句
で
使
っ
て
い
る
金
魚
も
夏
の
季
語
の
一
つ
で
、
た
と
え
ば
金
魚
鉢
で
泳

ぐ
姿
の
涼
感
が
愛
さ
れ
た
。
こ
の
句
は
、
金
魚
鉢
と
の
対
比
の
な
か
で
金
魚
の
成
長
ぶ
り
を
示
す

巧
み
さ
で
、
暑
気
中
の
涼
し
さ
と
ち
ょ
っ
と
し
た
驚
き
、
発
見
を
詠
ん
だ
。

●
な
つ
の
か
わ
い
っ
す
ん
ぼ
う
し
に
な
っ
て
み
た　
　
　
　

芝
小
一
年　

佐
藤
詩
子

　
（
評
）
夏
休
み
に
出
か
け
た
川
遊
び
な
ど
、
こ
の
季
節
に
は
楽
し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
だ
が
、
そ
の

な
か
で
作
者
に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
体
験
が
あ
っ
て
、そ
れ
を
五
七
五
に
書
き
と
め
て
み
た
。た
ぶ
ん
、

浮
き
輪
か
何
か
で
流
れ
て
み
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
本
で
読
ん
だ
一
寸
法
師
み
た
い
だ
っ
た
と
。

※
今
回
の
俳
句
は「
第
８
回
石
田
波
郷
俳
句
大
会
」ジ
ュ
ニ
ア
の
部
の
入
選
作
か
ら
。

　10月10日（体育の日）に、けやき通りで「第
３6回清瀬市民マラソン大会」が盛大に行われ
ました。参加人数はおとな220人、小・中学
生40３人の計62３人でした。各優勝者は右記の
とおりです（敬称略）。

　10月14日～16日に、岡山県岡山市浦安総合
公園テニスコート（岡山市南区浦安南町）で
開催された、テニスの1３歳以下の国内チャン
ピオンを決める大会「RSK全国選抜ジュニア」
で、市内在住の山田倫太朗（二中一年）さん
が見事優勝を果たしました。
　優勝した山田さんは、来年度の「ワールド
ジュニア　アジア・オセアニア予選大会」の
候補選手に推薦されます。

　各種大会で優秀な成績を収め
た方・団体を紹介します。

「 第3 6回 清 瀬 市 民 マ ラ ソ ン 大 会 」 結 果 発 表

13歳以下の国内チャンピオン決定戦
『RSK全国選抜ジュニア』で市内在住の山田倫太朗さんが優勝

沿道からの声援を受けながら、けやき通りを駆け抜ける
参加者の皆さん

小学生の
部（４㌔）

女子
の部

４年生 小俣亜矢
５年生 福島可織
６年生 加藤美奈

男子
の部

４年生 小川穂高
５年生 山本朔
６年生 内田怜弥

中学生の
部（４㌔）

女子の部 長谷川碧
男子の部 計良陽斗

一般女子
の部
（４㌔）

15～35歳の部 佐藤莉子

36歳以上の部 漆原美幸

一般男子
Ａの部
（４㌔）

15～35歳の部 島田康平

36歳以上の部 緑川慎吾

一般男子
Ｂの部
（７㌔）

15～35歳の部 南雄大

36～55歳の部 平原淳
（新記録）

56歳以上の部 宮内春夫

優勝を果たした山田倫太朗さん

女 性 広 報 誌「Ms. ス ク エ ア 」 編 集 委 員募 集

　男女共同参画センター（アイレック）で年３回発行している女性広報誌
「Ms.スクエア」の編集委員を募集します。
対象　市内在住・在勤・在学で、当センターで行われた文章講座を受講し
たことがある20歳以上の女性。定員３人
活動内容　月に２～３回２時間程度の編集会議（企画・校正など）への出
席・取材・原稿執筆など
謝礼　１号に付き１万円程度
※日程などの関係で、文章講座に参加できなかった方はご相談ください。
また、編集会議には無料保育（６か月～就学前）が付きますので、子育て
中の方もご応募ください。
申込み・問合せ　12月２日（必着）までに応募動機を800字程度にまとめ、
住所・氏名・年齢・職業・電話番号を記入し、直接窓口・郵送またはファ
クスで〒204―0021清瀬市元町１―２―11　男女共同参画センター　 495
・7008、☎495・7002へ

　市では、平成29年度の「市報きよせ」「市ホームページ」に掲載する広告
枠の広告掲載業務を、一括して取り扱う事業者を募集します。
　入札への参加を希望される方は、「平成29年度一般競争入札による市報
きよせ広告枠売却に関する案内書」「平成29年度一般競争入札による清瀬
市ホームページ広告枠売却に関する案内書」など（いずれも秘書広報課窓
口または市ホームページから入手可）を確認し、お申し込みください。
入札日時・入札場所　12月７日㈬午前９時～（市報きよせ広告枠）・９時
５分～（市ホームページ広告枠）。いずれも健康センター
※入札参加資格や最低売却価格など、詳しくは市ホームページまたは秘書
広報課広報広聴係へ。
申込み・問合せ　11月15日から18日午後４時までに、一般競争入札参加申
請書や清瀬市暴力団排除条例にかかる誓約書などの必要書類を直接または
郵送で秘書広報課広報広聴係☎497・1808へ

市 報 き よ せ  ・ 市 ホ ー ム ペ ー ジ へ の
広 告 掲 載 業 務 取 り 扱 い 事 業 者

募 集

　

清
瀬
は
１
９
３
０
年
代
か
ら
結
核
の
治
療
と
研
究
に
お
い

て
、
日
本
に
お
け
る
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
核
治
療
の
歴
史
は
、
昭
和
６
年
10
月
に
開
設
さ
れ

た「
東
京
府
立
清
瀬
病
院
」か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
最
終
的

に
は
800
床
を
超
す
、
大
療
養
所
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

東
京
病
院
と
の
合
併
な
ど
を
経
て
昭
和
47
年
に
閉
鎖
、
清
瀬

病
院
の
歴
史
に
幕
が
下
り
ま
し
た
。
現
在
跡
地
に
は
市
立
中

央
公
園
や
国
立
看
護
大
学
校
な
ど
が
あ
り
、
当
時
の
面
影
を

忍
ぶ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
央
公
園
に
は「
こ
こ
に
清

瀬
病
院
あ
り
き
」の
石
碑
と「
碑
誌
」が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す

（
下
写
真
）。

　

市
で
は
清
瀬
に
お
け

る
結
核
医
療
の
歴
史
を

正
し
く
後
世
に
伝
え
る

た
め
、
清
瀬
病
院
跡
地

を
市
の
文
化
財（
旧
跡
）

に
指
定
し
ま
し
た
。

問
合
せ
　
郷
土
博
物
館

☎
493
・
８
５
８
５

清
瀬
病
院
跡
地
を

　  

　
市
の
文
化
財（
旧
跡
）に
指
定

11月25日 ㈮ ～
12月１日㈭

犯罪被害者週間とは
　犯罪により被害を受けた方やその
家族・遺族の方の多くは、被害後も
裁判による負担や配慮のない報道な
ど、さまざまな困難に苦しめられて
います。こうしたことから内閣府は、
被害者の置かれている状況を知って
もらい、再び地域で平穏に暮らせる
ようにするため「犯罪被害者週間」
を定めました。
犯罪被害者支援
▶市では、東村山警察署と連携し、
犯罪被害者などの相談を実施してい
ます。問合せは、防災防犯課防犯係
☎497・1848へ
▶警視庁「犯罪被害者ホットライン」

主に性犯罪・傷害事件の被害者、殺
人事件などの遺族の相談に応じま
す。受付電話番号☎0３・３597・78３0

（平日午前８時３0分～午後５時15分）
▶公益社団法人被害者支援都民セン
ターでは、各種支援制度の紹介・情
報提供、被害者への直接支援などを
行っています。受付電話番号☎0３・
5287・３３３6（平日午前９時３0分～午
後５時３0分、火・水曜日は午前９時
３0分～午後７時）。また被害が深刻
であるにも関わらず、相談がしにく
い性暴力被害者への支援を目的とし
た「性暴力救援ダイヤルNaNa」もご
利用ください。受付電話番号☎0３・
5607・0799（24時間）

犯 罪 被 害 者 週 間

注
１
…
…
地
球
は
宇
宙
の
中
心
に
あ
っ
て
、
そ
の
周
り
を
天
体

が
動
い
て
い
る
と
す
る
説
。

注
２
…
…
宇
宙
の
中
心
は
太
陽
で
あ
り
、
地
球
や
他
の
惑
星
は

そ
の
周
り
を
自
転
し
な
が
ら
公
転
し
て
い
る
と
す
る
説
。


